
（一財）日本消防設備安全センターの実施する
評価業務と評価事例

（一財）日本消防設備安全センター
企画研究部 企画研究課

松﨑 徳之



（一財）日本消防設備安全センターの実施している評価業務

１．特殊消防用設備等の性能評価

２．消防防災システム評価

３．ガス系消火設備等評価

現行の消防法令で予想しない特殊な技術による消防防災システム、高度な消防防災システム等で、技術基準が定
められていないものについて、 消防法第17条の2に基づく「登録検定機関」として消防法第17条第3項に基づく総務
大臣認定に係わる特殊消防用設備等の性能評価を行う。

専門家により構成された「消防設備システム評価委員会」において、消防法第17条第3項に定める特殊消防用設備

等として総務大臣認定を受けるものを除き、防火対象物に設置する消防設備システムについて、消防法令により義
務づけられている消防用設備等の基準による場合との同等性の判定及び「総合消防防災システムガイドライン」へ
の適合性評価を行う。

消防法令に基づいて義務づけられる消火設備の代替設備として設置されるガス系消火設備又は消防法令の適用を
超えて設置されるガス系消火設備等について、消防法令に規定する基準による場合と同等の消火性能を有し、安
全性が担保されていることの判定を行う。



特殊消防用設備等とは？

⇒平成の初め頃から行われていた政府の規制改革の目玉の一つとして、技術革新の成果が積極的に活用されるよう、
性能規定化の推進が挙げられていた。

消防法第１７条第１項による従来の規制体系に加えて、第３項による総務大臣認定が設けられ、いわゆる「消防ルートＣ」
が開始された。

安全センターは消防法第１７条の２第１項に定める登録検定機関として総務大臣登録を行い、｢性能評価委員会｣による
特殊消防用設備の評価を実施している

⇒消防法についても、すでに性能規定化が図られていた建築基準法との整合性を確保するとともに、消防法に規定する
消防用設備や消火活動上必要な施設についてできる限り性能規定化を図ることとされた。

消防法の一部改正（平成１５年６月改正・平成１６年６月施行）

⇒第１７条第３項の追加

第１項の防火対象物の関係者が、同項の政令若しくはこれに基づく命令又は前項の規定に基づく条例で定める技術上の基準に従っ
て設置し、及び維持しなければならない消防用設備等に代えて、特殊の消防用設備等その他の設備等（以下「特殊消防用設備等」と
いう。）であって、当該消防用設備等と同等以上の性能を有し、かつ、当該関係者が総務省令に定めるところにより作成する特殊消防
用設備等の設置及び維持に関する計画（以下「設備等設置維持計画」という。）に従って設置し、及び維持するものとして、総務大臣の
認定を受けたものを用いる場合には、当該消防用設備等（それに代えて当該認定を受けた特殊消防用設備等が用いられたものに限
る。）については、前第二項の規定は、適用しない。

特殊消防用設備等の性能評価



消防防災システム評価とは

個々の防火対象物に設置する高度の技術を活用した消防用設備等が、消防法令により義務付けられている消防用設
備等と同等以上の防火安全性を有すること及び「総合消防防災システムガイドライン」（平成９年９月１６日付け消防予
第１４８号）への適合性評価を専門家により構成された「消防設備システム評価委員会」において行う評価。

⇒本評価自体は昭和６１年より「消防防災システムのインテリジェント化推進要綱」に基づく評価として開始され、平成9
年からは「総合消防防災システムガイドライン」に基づく評価を実施してきた。

⇒平成１６年の消防法の改正による性能評価業務の開始に伴い、従来実施していた｢消防防災システム評価｣から消
防法第17条第3項に定める特殊消防用設備等として総務大臣認定を受けるものを除いた、防火対象物に設置する
消防設備システムについての評価を行っている。

⑴ 消防法施行令第 29 条の 4 第 1 項の規定に基づく客観的検証法によって、申請に係る防火対象物に設置する消防用設備等の防
火安全性能が、通常用いられる消防用設備等の防火安全性能と同等以上であると認める評価

⑵ 「総合消防防災システムガイドライン」（平成 9 年 9 月 16 日付け消防予第 148 号）に照らして、申請に係る防火対象物に設置する
総合消防防災システムが十分な防火安全性能を有するものと認める評価

⑶ 申請に係る防火対象物に設置する消防用設備等が消防法令に定める防火安全性能を上回っている場合において、当該消防用設
備等が有する高度な防火安全性能の有効性を判定する評価

⑷ 消防長又は消防署長が消防法施行令第 32 条の規定の適用を判断するに当たり参考となる情報として、申請に係る防火対象物の
位置、構造又は設備の状況についてその防火安全性の有効性を判定する評価

⑸ その他防火対象物に設置する消防用設備等の防火安全性能の有効性について、防火対象物の関係者（以下「関係者」という。）か
ら判定を求められる評価（当該消防用設備等の運用に関連する維持管理の有効性等の判定を含む。）

消防防災システム評価の対象（消防設備システム評価規定より抜粋）

消防防災システム評価



ガス系消火設備等評価

① 常時人がいない部分以外の部分

② 防護区画の面積が1,000㎡以上または体積が3,000㎥以上のもの

※危険物施設は体積が1000㎥以上のもの、ガソリン、灯油、軽油もしくは、重油以外の危険物を取り扱うもの

③ 鋳場、ボイラー室、乾燥室その他多量の火気を使用する部分、ガスタービンを原動力とする発電機が設置されている部分又は指定可燃

物を貯蔵し、若しくは取り扱う防火対象物若しくはその部分

④ 配管落差５０ｍ以上の部分

ガス系消火設備等評価とは

「ガス系消火設備等に係る取扱いについて（通知）」（平成7年5月10日・消防予第89号）に基づき、新たに開発されたハロン代替ガス系消
火設備に係る機能・性能等について、「ガス系消火設備等評価委員会」にて行われる総合的な評価。

その後「消防法施行令の一部を改正する政令等の施行について（通知）」（平成13年3月30日・消防予第102号）により、８９号通知は廃止
されるが、ハロン代替ガス系消火設備の設置の適正さの確保及び法令で規定されている部分以外の部分に設置しようとする場合の個々
の防火対象物の実状に応じた検討・評価については引き続き従前のとおり「ガス系消火設備等評価委員会」で行われることとなった。

機能・性能とは

⇒ガス系消火設備等の設置場所の用途、使用形態、空間容積、設置方法、ガス系消火薬剤の消火性能・毒性・放出方法、 維持・管理等

法令で規定されている部分以外の部分とは？



最近の性能評価事例の紹介



直近３年間の特殊消防用設備等の評価実績①

内容件名評価番号評価年月

―ＮＦシステム（仮称）丸の内１－３計画新築工事評特－０５５号2019/1

―ＮＦシステム
大手町二丁目常盤橋地区第一種市街地
再開発事業Ａ棟新築工事

評特－０５６号2019/1

―火災に関する情報を相互に伝達する機能を有する複数の総合操作盤を
用いた設備
―用途、管理形態及び避難誘導を考慮した音声警報によるきめ細やかな
放送を行う放送設備

有明北３－１地区Ｂ地区評特－０５７号2019/4

―火災に関する情報を相互に伝達する機能を有する複数の総合操作盤を
用いた設備
―用途、管理形態及び避難誘導を考慮した音声警報によるきめ細やかな
放送を行う放送設備

虎ノ門一・二丁目地区第一種市街地再開発事業
東京メトロ日比谷線虎ノ門ヒルズ駅

評特－０５８号2019/5

―大空間自然給排煙設備
名古屋市国際展示場
新第１展示館整備事業

評特－０５９号2019/10

―大規模地下バスターミナルに設置する加圧防排煙設備
東京駅前八重洲一丁目東Ｂ地区第一種市街地
再開発事業施設建築物

評特－０６０号2021/3

―火災に関する情報を相互に伝達する機能を有する複数の総合操作盤を
用いた設備
―用途、管理形態及び避難誘導を考慮した音声警報によるきめ細やかな
放送を行う放送設備

虎ノ門・麻布台地区第一種市街地再開発事業施
設建築物等新築工事
Ａ街区＆Ｂ－２街区

評特－０６１号2021/7



直近３年間の特殊消防用設備等の評価実績②

内容件名評価番号評価年月

―大空間自然給排煙設備（仮称）Kアリーナプロジェクト評特－０６２号2021/11

―ＮＦシステム(仮称)晴海三丁目計画(オフィス棟)新築工事評特－０６３号2022/5



最近のシステム評価事例の紹介



直近３年間の消防防災システム評価実績①

内容件名評価番号評価年月

不活性ガス消火設備（窒素）
（消火システムＮＮ１００ー２Ｍ）

虎ノ門一丁目第一種市街地再開発事業
施設建築物（高層棟）

評防シ-０３７号2019/1

発報表示装置による感知器発報放送の代替を用いた消防施設を有す
る劇場の避難誘導システム（区分鳴動）

竹芝ウォーターフロント開発計画
B棟（劇場棟）

評防シ-０３８号2019/1

不活性ガス消火設備（窒素）
（消火システムＮＮ１００ー２Ｍ）

（仮称）新宮下公園等整備事業（北地区）評防シ-０３９号2019/2

不活性ガス消火設備（窒素）
（消火システムＮＮ１００ー２Ｍ）

（仮称）赤坂５丁目プロジェクト評防シ-０４０号2019/4

不活性ガス消火設備（窒素）
（消火システムＮＮ１００ー２Ｍ）

（仮称）丸の内１－３計画評防シ-０４１号2019/5

劇場を含む複合用途防火対象物の避難誘導システム（区分鳴動）（仮称）ＭＭ２１地区４７街区開発計画評防シ-０４２号2019/5

不活性ガス消火設備（窒素）
（消火システムＮＮ１００ー２Ｍ）

ＣＤⅡプロジェクト評防シ-０４３号2019/9

不活性ガス消火設備（窒素）
（消火システムＮＮ１００ー２Ｍ）

東京駅前常盤橋プロジェクトＡ棟評防シ-０４４号2019/12

劇場を含む複合用途防火対象物の避難誘導システム（区分鳴動）福岡ヤフオク！ドーム新ビル計画評防シ-０４５号2019/12

木造天守閣の避難誘導システム名古屋城天守閣評防シ-０４６号2020/1



直近３年間の消防防災システム評価実績②

内容件名評価番号評価年月

早期火災検知システムＳ・ＬＯＧＩ新座 Ｗｅｓｔ評防シ-０４７号2020/3

不活性ガス消火設備（窒素）
（消火システムＮＮ１００ー２Ｍ）

（仮称）日本橋兜町７地区開発計画評防シ-０４８号2020/6

不活性ガス消火設備（窒素）
（消火システムＮＮ１００ー２Ｍ）

（仮称）虎ノ門二丁目計画評防シ-０４９号2020/9

不活性ガス消火設備（窒素）
（消火システムＮＮ１００ー２Ｍ）

みなとみらい４４街区計画 新築工事評防シ-０５０号2020/10

緩衝帯を有する接続部の火災の相互影響を防ぐ防火性能の確認
みなとみらい線日本大通り駅とUN横浜ビルと
の接続

評防シ-０５１号2020/10

緩衝帯を有する接続部の火災の相互影響を防ぐ防火性能の確認
（仮称）天神一丁目１１番街区開発プロジェクト
新福岡ビル

評防シ-０５２号2020/10

緩衝帯を有する接続部の火災の相互影響を防ぐ防火性能の確認
①熊本都市計画桜町地区

第一種市街地再開発事業施設
②桜町花畑オープンスペースサービス棟

評防シ-０５３号2020/10

LEDパネル式プラネタリウムドーム施設の火災安全性における消防設
備システム評価

（仮称）横濱ゲートタワープロジェクト
プラネタリウム

評防シ-０５４号2020/11

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＡＷＮ―１２０）

（仮称）彩都粟生北ビル新築工事評防シ-０５５号2020/11

火災の状況に対応した動的避難誘導システム名古屋市国際展示場第１展示館評防シ-０５６号2020/11



直近３年間の消防防災システム評価実績③

内容件名評価番号評価年月

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

新曽根崎ビル（仮称）新築工事評防シ-０５７号2020/12

不活性ガス消火設備（窒素）
（AWNー１２０）

（仮称）千葉第３ビル新築工事評防シ-０５８号2021/7

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

（仮称）歌舞伎町一丁目地区４開発計画新築工事評防シ-０５９号2021/9

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

虎ノ門・麻布台地区第一種市街地再開発事業施
設建築物等新築工事Ｂ－２街区

評防シ-０６０号2021/9

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

神宮前六丁目地区第一種市街地再開発事業新築
工事

評防シ-０６１号2021/9

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

勝どき東地区第一種市街地再開発事業施設
A1棟新築工事

評防シ-０６２号2021/9

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

虎ノ門・麻布台地区第一種市街地再開発事業施
設建築物等新築工事Ａ街区

評防シ-０６３号2021/11

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

虎ノ門・麻布台地区特定送配電事業施設・地域冷
暖房事業施設

評防シ-０６４号2021/11

劇場を含む複合用途防火対象物の避難誘導システム（仮称）青果市場跡地活用事業新築工事評防シ-０６５号2021/11

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

メゾンカルム日本橋馬喰町評防シ-０６６号2021/11



直近３年間の消防防災システム評価実績④

内容件名評価番号評価年月

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

大手町二丁目常盤橋地区第一種市街地再開発事
業Ｄ棟新築工事

評防シ-０６７号2021/11

緩衝帯を有する接続部の火災の相互影響を防ぐ防火性能の確認
（地下コンコース）

（仮称）天神一丁目北14番街区ビル評防シ-０６８号2021/12

緩衝帯を有する接続部の火災の相互影響を防ぐ防火性能の確認
（地下コンコース）

（仮称）ヒューリック福岡ビル建替え計画評防シ-０６９号2021/12

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

ヤフー北九州データセンター７号棟増築工事評防シ-０７０号2021/12

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

（仮称）SUMA新築工事評防シ-０７１号2021/12

不活性ガス消火設備（窒素）
（AWNー１２０）

NEW CONSTRUCTION OF OSAKA KEIHANNA 
DATA CENTRE

評防シ-０７２号2021/12

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

虎の門二丁目地区(再)特定業務代行施設建築物評防シ-０７３号2022/2

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

虎ノ門一・二丁目地区第一種市街地再開発事業評防シ-０７４号2022/3

不活性ガス消火設備（窒素）
（AWNー１２０）

EQUINIX TY13x 新築工事評防シ-０７５号2022/4

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

（仮称）MBK大阪事務センター評防シ-０７６号2022/4



直近３年間の消防防災システム評価実績⑤

内容件名評価番号評価年月

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

(仮称) ＴＴＭプロジェクト評防シ-０７７号2022/6

不活性ガス消火設備（窒素）
（ＮＮ１００ー２Ｍ）

(仮称)NEC神戸システムセンター4号棟建設工事評防シ-０７８号2022/6

緩衝帯を有する接続部の火災の相互影響を防ぐ防火性能の確認
(仮称)住友生命福岡ビル・天神西通りビジネスセ
ンター立替計画

評防シ-０７９号2022/6

緩衝帯を有する接続部の火災の相互影響を防ぐ防火性能の確認
新綱島駅前地区第一種市街地再開発事業
施設建築物

評防シ-０８０号2022/6



おわりに

・性能評価及びシステム評価の直近の事例を紹介させていただ
きました。

・引き続き今後も、新たな技術開発の成果を積極的に導入し、
性能評価及びシステム評価の制度を活用いただければ幸いで
す。



ご清聴ありがとうございました。

おわり


